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最 も簡単な ArTdersonmode.i-佗.おいて,電子グリーン函数を zu.ba.revの
方法で計算するO このとき 8-d､mixingV を摂動 として Ⅴに?いて展開するo
Uについては Ⅴの各次VCおい.て exactにとりいれる. 我利 まVdまでの最軌
を行牽っ漉 O.その結果-. 七マ ト.)ックスの実部に V6で対数項が堺われた(.そ
の結果を用いて帯磁率凌 計算する と一V4 でTほ.比例する項がえ られたo 我々は
この項が,実験的にしばしば見出されてL--そ xoil/(T+TK)を最一関したと
きの Tの一次の項に対応するので好奇いかと考えたOしかし帯磁率は もうすこ
し健かの手間で計算出来ることが判 った ｡ それVLは自由エネ′早嘉一を計算すれ
ば よいO摂動による自由エネプレギーのS/プトは,摂動項の平均が求まればす ぐ
VTL求まる O` 今の場合摂動項け S-a rLiixingであってその平均は
･ ∑< a芸bs+.bs,#aks子ks
但 し bs 挿局在電子のオペ三レ 一歩 O こめ平均を求める吟は ′<g akslbS#->>





であるか ら,フリーエネ′レギーを vnまで正しく求めるには <gbslbS#>> を
vn~2億で罪しく求めればよL^｡ 従って帯磁率を V4まで求めるには,<gbs
lもS#>> を v2まで求めればよho我々姥先に11に <<bs卜bs#>) を v4ま
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で求め,それか ら <b酋 > -<b声 1> を 計算して背腰率を v4まで求め
た o しかし上の方法によれば くだbslbSK>> を v2まで求めれば･-帯磁率が V4
まで東宮るO<gbs -bs#〕P を v2まで求めることは比較的容易であり,その
結果にW.対数項のよう奇ものけ何 ら含まれ香いlことがす ぐ判るo 従ってそれか
ら上の方法で帯磁率を計算しても v4 には何 ら準則の項は現われず,温度変化
は通常の T2 と牽るO この論法はもっと高次までのばすことが出来るO もし帯
磁垂に V4で特別の項が現われをレ､な b (<b†米bl>⊥<bl'T"bl>/Hが帯磁率




ぅ考えても闇適 ってレ沌 ようには思えない､.また和田さんが前の論文 2)T-示さ
れたように∴我々と連にはじめⅤを正し くとりレ雄一′てか らUL,こついて展蘭 して,
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